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第1章　 緒 言

Arthus1)は 家 兎 に 馬 血 清 を 数 回皮 下注 射 した と

ころ,第4回 又 は そ れ以 後 に 於 て注 射 部 位 に局 所 的

炎 症 を 起 し,発 赤,浮 腫,壊 疽 の生 ず る こ とを発 見

し,又 腹 腔 内 に前 処 置 を施 した後皮 下 に 再注 射 を 行

つ た場 合に も同 様 の現 象 を 認 め,之 を全 身 過 敏症 と

区 別 して 局 所 過敏 症 と称 した. Pirquetu Schick2)3)

は人体 に於 て類 似 の現 象 を認 め,又Nicolle4)も 海

〓 を使 用 してArthusと 同 様 の 現 象 を 認 め,之 を

Arthus氏 現 象 と名 づ け た.そ の 後Lewie5), Lucas

 u Cay6), Rossle7)等 能 働 性 局 所 過 敏症 に 関 す る研

究 は数 多 くな され て い る.一 方 被 働 性 過 敏症 につ い

て はOtto8)が 最 初 に 海 〓 を使 つて 実 験 に成 功 し,

被働性過敏症の潜伏期は抗体を腹腔内注射後24時 間

が最適であることを認めた.又 之 と相前後 してNi

colleも 家兎を用いて被働性過敏症につき研究 して

いる.

その後次第にArthus現 象に関する研究の分野

広められOpie9)は 皮 下組織内又は腹腔内に注射せ

られた抗原は免疫の進行 と共に血液中に入り難 くな

り,強 度に免疫 された家兎に於ては注射後1～24時

間で既 に沈 降反応では証明 し得ないことを認め,

 Kahn10)は 馬血清にて免疫 した家兎の皮内に小量の

馬血清を再注射 した場合には抗原が対照に比し長 く

且つ多量に皮内に残存すると述べている.最 近に至

りKorngold11)等 はI131で ラベル した卵白アルブ

ミンを用いてArthua現 象についての実験を行い,
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ほ ぼ同 様 の 結 果 を得 て い る.

又 色 素 を 使 用 した研 究 と して は 緒 方 等12),茂 貫13),

八 辻14)15),は 青 色 色 素 を 指示 薬 と してArthus現 象

の観 察 に 利 用 して お り, Claude16)はAzo蛋 白 に

lndia inkを 加 えて 之 を 非 感 作 家 兎 の皮 内 に投 与 し

そ の拡 散 度 を 調べ てい るがEB-azo-蛋 白 をArthua

現 象 の 観 察 に 利 用 した例 は未 だ 見 な い.

著 者 はArthus現 象 時 に 於 け る抗 原 の行 方 を追 求

す るに 当 つ て 青 色 色素 が 生 体 内 の 観察 に極 めて 容 易

な る こ とに 着 目 してEB-azo-人 血 清 ア ル ブ ミンを 使

用 し,抗 原 の拡 散 度 を 観 察す る と共 に,更 に 之 を定

量 的 に測 定 す る為Atoxyl-azo-人 血清 アル ブ ミンを

調 製 して実 験 に供 し,又 能 働 感 作 の場 合 と被 働 感作

の 場 合 を比 較検 討 し,い さ さか知 見 を得 たの で 報 告

す る.

第2章　 実 験 材 料 並び に 実験 方 法

第1節　 実 験 材 料

第1項　 EB-azo-人 血 清 アル ブ ミンの精 製

第1編 と同 じ方 法 にて 精 製 した.

第2項　 抗EB-azo-人 血 清 ア ル ブ ミン家 兎 血

清 の 作成

第1編 と同 じ方 法 に て 免疫 した.そ め抗 体 価 並 び

に抗 原価 は次 の如 くで あ る.

Uhlenbuth価　 1:50,000

結 合 帯　 1:1,000

抗 体 価 1:160

第3項　 Atoxyl-azo-人 血清 ア ル ブ ミンの 精 製

1.0gのP-Arsanil酸 に1 N HCl 12ccと70ccの

蒸 溜水 と を加 え て 溶 解 し,更 に10% Na NO2 2.9cc

を 加 え て よ く攪 伴 しヂ アゾ化 した 後10℃ の低 温 に

て30分 間 保 存 す る.一 方3%人 血 清 ア ル ブ ミン

100ccに1 N NaHCO3を 加 え てpHを8に 調 整 し

た 後両 液 を混 合 し, 10℃ にて24時 間 保 存 す る.次

に この粗Atoxyl-azo-蛋 白 溶 液 に塩 酸 を 加 え てpH

4.6～4.2は こす る と沈 澱 が あ らわ れて 来 るが, 3,000

回転/分5分 間遠 心 分 離 に よ つ てAzo蛋 白 を 集 め,

上 清 をす て る.之 に1 N Na2CO3溶 液 を 加 え て溶

解 せ しめ る.同 様 の 操 作を 更 に3回 繰 返 した後,

 Azo蛋 白液 を セ ロ フ ァン膜 に 入 れ 流 水 中 に て24時

間 透 析 して塩 類 を除 去 した後 氷 室 に保 存 す る.

第4項　 抗Atoxyl-azo-人 血 清 ア ル ブ ミン家

兎 血 清 の作 成

Atoxyl-azo-人 血 清 ア ル ブ ミンに 等 量 の生 理 的 食

塩 水 を加 え た もの を 最 初1.0ccよ り始 め て1回 毎 に

1.0cc宛 増 量 し5回 目よ り以 後 は5.0ccを 成 熟家兎

の 耳 静 脈 に 除 々に注 射 す る. 3日 間 隔 で12回 注射を

行 い,最 後 の 注射 日よ り5日 後 試 験採 血 を行 い所期

の 力 価 を示 す な らば更 に2日 後 無 菌 的 に全採血 を行

い,血 清 を 分 離 し, 1:10,000の 割 合 にMerzonin

を 加 え て 氷 室 に 保 存 す る.本 編 に於 て使 用 した抗

Atoxyl-azo-人 血清 アル ブ ミン 家 兎 血清 の 抗 原 価 並

びに 抗体 価 は 次 の通 りで あ る.

Uhlenhuth価　 1:50,000

結 合 帯　 1:1,000

抗 体 価　 1:160

第5項　 実験 動 物

実 験 動 物 と して は 体 重2,000～2,500gの 健康成

熟 家 兎 及 び体 重300g前 後 の 健 康海 〓 を使 用 し,皮

膚 反 応 に は特 に腹 部 の 白色 の もの を選 ん だ,

第2節　 実 験 方 法

第1項　 皮 内 注 射法

皮 内 注 射 の部 位 は な るべ く平坦 な場 所が抗 原の拡

りを 観 察 す るに便 利 な ので 腹 部 並 び に胸部 を選 んだ.

動 物 を 背 位 に 固定 し,腹 部 の 毛 を 勇 刀に て皮膚 に損

傷 を 与 え ぬ よ うに注 意 して な るべ く短 く切 り, 50%

アル コー ル に て 消 毒 し,ツ ベ ル ク リン注 射 器 に

1/3mm注 射 針 を附 した もの にて 皮 内 に注射 す る.注

射 量 は0.1ccに て注 射 液が 皮 内 に 入 れば 半球状 の膨

隆 を 認 め る.

第2項 砒 素定 量 法17)18)

Atoxyl-azo-蛋 白を 含 む 試 料 をKjeldahlフ ラスコ

に と り濃 硫酸 と過 酸 化 水 素 で 分解 して 無機 砒素 に し

た 後,モ リブデ ン青 法 によ り比 色定 量 した. Sandell

の 原法19)と 若 干 異 る と ころが あ るの で その 方 法 を

述 べ る.

試 薬

1) 稀 塩 酸(濃 塩酸1:蒸 溜 水1の 割 合に稀釈)

2) ヨー ドカ リ溶液(KI 15.0gを 蒸 溜水100cc

に溶 解)

3) 塩 化 第 一錫 溶液(Sn Cl2・2H2O 40.0gを 塩

酸 に とか して100ccと す る)

4) 粉 状 亜 鉛

5) 5%酷 酸鉛 溶液

6) 1.5%塩 化 第 二 水 銀

7) 6 N H2S04溶 液

8) 過 マ ンガ ン酸 カ リ溶 液(KMn O4 0.1gを 蒸

溜水100ccに 溶 解)

9) モ リブデ ン酸 ア ンモ ニ ウム,硫 酸 ヒ ドラジン

液
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次 のi)及 びii)液 を夫 々10ccづ つ 混 和 し,之

に水 を加 え て100ccと す る.毎 日新 し く作 る.

i) モ リブデ ン酸 ア ンモ ニ ウ ム1.0gを 蒸 溜水10cc

に溶か し,之 に6N硫 酸90ccを 加 え る.

ii) 硫 酸 ヒ ドラジ ン0.15gを 蒸 溜水100ccに 溶 解

す る.

10) 砒 素 標準 液(As2O3 0.1320gを1N NaOH

 3.0ccに 溶 か し酸 性 に した後 蒸 溜 水 を 加 え て100cc

とし,之 を100倍 稀釈 して 砒 素 含 量10γ/ccと す る)

操作

第1図　 砒素定量装置

A) 50cc三 角 フ ラ ス コ

B) 長 さ3cm内 径1cm底 面 平 な ガ ラ ス管

C) 連 結 管

D) 吸収 管

E) 5%酢 酸 鉛 を 含 む ガ ラ ス綿

Kjeldahlフ ラス コ中の 試 料 を 第1図 に示 す 如 き

三 角 コル ベ ンに 移 し 蒸 溜 水 を加 えて 全 量 を20.0cc

とす る.之 に稀塩 酸10.0cc,ヨ ー ドカ リ溶 液2.0cc

及 び塩化 第 一 錫 溶液1.0ccを 加 え軽 く振 盈 した後80

～90℃ に て5分 間 加 熱 した後 放 冷 す る.受 器Dに

塩 化 第二水 銀 液1.0cc, 6N硫 酸0.2cc及 び 過 マ

ンガ ン酸 カ リ溶 液0.15ccを とっ て 混 和 す る.小 ガ

ラス管Bに 粉状 亜鉛3.0gを 入 れ て之 を ピ ンセ ッ ト

にて 静か に倒 れ ない よ うに注 意 しつ つ 三 角 コル べ ン

の中 に入 れ る.三 角 コル ベ ンAを 連 結 管Cに て吸 収

管Dに 連結 し, C管 の 先 端 をD管 の底 か ら1mmの

と ころに位 置せ しめ る.直 に 全体 を振 つ てB管 を 倒

す と反 応が 開 始 され る.こ の際1時 間 室 温 に 放 置 し

て も過 マ ンガ ン酸 カ リの 色 が残 つて いな くて は な ら

ない. 1時 間 後装 置 を はず して 吸 収 管 に モ リブデ ン

酸 ア ンモニ ウム硫 酸 ヒ ドラ ジ ン液5.0ccを 加 え,よ

く混和 した後100℃ に て15分 間 加 熱 す る.放 冷 後

吸収管に10.0ccの 線 まで蒸溜水を加え,之 をBe

ckmann型 分光光電光度計にて波長700mμ で吸光

度を測定する.

第3章　 実 験 結 果

第1節　 予備実験

第1項　 検量線の作製

第2図　 検 量 線

100倍 稀 釈 砒素 標 準 液0, 0.5cc, 1.0cc及 び1.5cc

を メ ス ピペ ッ トで吸 つ て試 験 管 に 入 れ, 1.5%塩 化

第2水 銀1.0cc, 6 N H2SO4 0.2cc,過 マ ンガ ン酸

カ リ溶 液0.15ccを 加 え, 95℃ 温 浴 中 にて5分 間 加

熱 し,試 料 の場 合 と同 じ くモ リブデ ン酸 ア ンモ ン,

硫 酸 ヒ ドラジ ン液5.0ccを 加 え, 100℃ にて15分

間 加 熱 し,放 冷 後 各 試 験 管 の 全 量 を 蒸 溜 水 を 加 え て

10.0ccに した.之 をBeckmann型 分 光 光 電 光 度 計

に て比 色 し第2図 に示 す 如 き検 量 線 を 作 製 した.本

法 で は 砒 素0～15.0γ の 範 囲 はLambert-Beerの

法 則 に 従 つ た.

第2項　 回 収率

燃 焼 に よ る砒 素 の 回収 率 を 測 定 す る為 に, 100倍

稀 釈 砒 素 標 準 液0.1cc, 0.5cc, 1.0cc及 び1.5ccを

Kjeldahlフ ラス コ中 に て硫 酸 と過 酸 化 水 素 で 分解

し,前 述 の 操 作 方 法 を行 つ た後,比 色 定 量 し,回 収

率 を求 め た.そ の結 果 は次 の 如 くで あ る.

標 準 液 砒 素 含 有 量

1.0γ

5.0〃

10.0〃

15.0〃

実 験 値

0.9～1.0γ

4.8～5.0〃

9.8～10.0〃

14.5～15.0〃

回 収 率

90%以 上

96〃

98〃

97.3〃
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尚先 に精 製 したAtoayl-azo-人 血 清 アル ブ ミン液

1ec中 に は砒 素300γ を含 有 して い た.

第2節　 能 働 感 作 動 物 に於 け る皮 膚 局所 過

敏 症

第1項　 EB-azo-人 血清 ア ル ブ ミ ンに よ る実 験

健 康 白色 家 兎3頭 にEB-azo-人 血 清 アル ブ ミンを

体 重1kg当 り1.0cc隔 日毎 に10回 耳 静 脈 よ り注 射

し最 後 の注 射 日よ り5日 後 に採 血,抗 体 価 を 測 定 し,

 14日 目にEB-azo-人 血 清 ア ル ブ ミン0.1ccを 夫 々の

腹部 皮 内 に注 射 し,叉 対照 と して 非 感 作 家 兎 に も同

様0.1ccを 注 射 して,着 色 抗 原 の 拡 り方 を 時 間 を

追 つ て 観 察 した.

第1表　 EB-azo蛋 白 質 に よる皮 膚 局 所 過 敏 症(能 働感 作)

注:単 位 はmm

第3図　 EB-azo蛋 白質 に よ る皮 膚 局所 過敏症

結果 は第1表 に示す如 くであるが更に家兎番号

No.3の 結果を模写したのが第3図 である.抗 原

注射直後は何れも直径1cm程 度の濃青色,円 形を

なしているが時間の経過と共に次第に周囲に拡り,

対照例に於ては注射局所に点状の濃青部を残すのみ

にて一様に周囲に拡るのに比 し,感 作例にては色素

の拡 り方は一様でなく, 3時 間後には中心濃青部と

周囲淡青部の2色 に分別された. 5時 間後には中心

濃青部に一致した部位に発赤を伴い,濃 青部淡青部

共に拡りを見せた. 7時 間後に皮膚反応は最高を示

し,面 積はほぼ同じであるが発赤の度が強 くなつた.

この時期に至り濃青部は中心部に濃縮された型とな

つて濃 く且つ面積は縮小 した.但 し周囲淡青部及び

対照例に於ては之と関係なく次第に青色度を減じ乍

ら周囲に拡散した.尚 感作例の周囲淡青部と対照例

の拡りとは常にほぼ同面積であつたが対照例の方が

青色度が強かつた. 24時 間後には発赤は軽度となり

濃青部 もやや縮小 し, 3日 後に至つては発赤は僅に

認められる程度であつた. 5日 後に至 りNo.3,

 No.5に 於ては発赤全 く消失し, No.4に 僅かに認

められ,中 心部は次第に縮小 して黒青色を呈した,

その後中心部は黒色Narbe様 となり, 3週 間後ま
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で認 め られ たが 対 照 例 及 び 周囲 淡 青 部 は15日 後 に は

既 に認 め られ なか つ た.

第2項　 Atoxyl-azo-人 血 清 アル ブ ミンに よ る

実 験

先 にEB-azo-人 血 清 アル ブ ミンに よ り抗 原 の態 度

を 肉眼的 に 観察 したが,更 に之 を定 量的 に観 察 した.

即 ち2頭 の成 熟 家 兎 に耳 静 脈 よ りAtoxyl-azo-人 血

清 アル ブ ミンを1～3cc宛 漸 次 増量 しつ つ10回 注

射 を行 い,抗 体 価 を測 定 した 後,最 終 回 の注 射 日よ

り14日 後 にAtoxyl-azo-人 血 清 アル ブ ミン0.1cc(砒

素 含有 量30γ)を 腹 部8ケ 所 に 再注 射 した.又 対 照

と して非 感 作家 兎 に も同量 の 抗 原 を 再注 射 し,注 射

後1時 間, 3時 間, 6時 間, 12時 間, 24時 間, 2日,

 3日, 5日 毎 に夫4局 部 を丁 寧 に切 除 し, Kjeldahl

フ ラス コ中 にて 湿 性灰 化 後 モ リブデ ン青 法 にて 皮 膚

中 に含 ま れて い る砒素 量 を測 定 した.

結果 は第2表 及 び第4図 に示 す 如 く抗 原 再注 射 後

1時 間 にて 既 に50～60%に 減 少 し3～12時 間 の 間

はや や緩 除 とな り, 24時 間 迄 は やや 急 速 に 減少 し,

 No.7に 於 て は5日 後 に, No.8に 於 て は3日 後 に

消失 した.之 に 比 し非 感 作 家 兎 に於 て は概 ね 一 様 の

速 度 で減 少 し注 射 後24時 間 で 既 に 消失 した.即 ち抗

体 価 の 高 い家 兎 程抗 原が 永 く皮 膚 中 に残 留 す る結 果

を得 た.

第4図　 皮膚局所過敏症時に於ける抗原含有量
(家兎能働感作)

第5図　 皮膚局所過敏症時に於ける抗原含有量

(海〓能働感作)

第2表　 Atoayl-azo-蛋 白 質 に よる 皮膚 局 所 過 敏症 時 の抗 原 含 有 量(家 兎 能 働 感 作)

第3表　 Atoxyl-azo-蛋 白質 に よる皮 膚 局 所 過 敏 症 時 の抗 原含 有 量(海 〓 能 働感 作)
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次に海 〓を使 用 して同様の実験を行つた.体 重

400g前 後の海〓3頭 に夫々Atoxyl-azo-人 血清アル

ブ ミン1ccを 皮下に注射 し,更 に2日 後1cc皮 下

注射を行い, 2回 目の注射 日より21日 後 に同抗原

0.1ccを 各々の海〓腹部皮内に再注射 した.対 照と

して非感作海〓にも同量の抗原を投与 し,家 兎で行

つたと同様の方法にて皮膚中の砒素を定量した.結

果は第3表 及び第5図 に示す如 く家兎に於ける場合

とほぼ同様の経過を辿つたが,海 〓の場合には高き

抗体価を得ることが困難な為か早 く皮膚中より消失

した.然 し乍 らこの実験に於ても家兎に於ける場合

と同じく皮膚の砒素含有量は抗体価に比例した.

第3節　 被働感作動物に於ける皮膚局所過

敏症

第1項　 EB-azo-人 血清アルブミンによる実験

感作注射量を少 くする為に幼若健康なる家兎を用

い,体 重を13にて除し,概 算推定 した血液量 と抗血

清の緒方氏法20)に よる抗体稀釈価とより感作 量を

推定 した.即 ち体重600g, 750g及 び730gの 家兎

に先述の抗EB-azo-人 血清アルブ ミン家兎血清を夫

々28.8cc, 18.0cc及 び3.5cc耳 静脈より投与 し,

 29時 間後に採血 して,血 清の抗体価を測定 した後,

夫々の腹部皮内にEB-azo-人 血清アルブミン0.1cc

を再注射 し,対 照として非感作正常家兎にも同量の

抗原を皮内注射 し,夫 々の皮膚反応を観察 した.以

上の感作量は家兎の血液1ccに 対して夫々100単 位,

 50単位, 10単位に感作 したことになる.

結果は第4表 に示す如 く100単 位の感作を行つた

家 兎 に の み陽 性 に現 れ,他 の2例 に於 ては皮膚反応

は陰 性 に て発 赤 も中心 え の 色 素濃 縮 も認 め られず,

唯 周 囲 え の色 素 の拡 りが抗 体 価 の 高 い もの程遅 く,

非 感 作例 に於 て最 も早 い 結果 を得 た.皮 膚 反応陽性

例 に 於 て は抗 体 価 は1:80を 示 したが 同 じ抗 体価 を

示す 能 働 感 作 の 場 合 に比 し反 応 の 現 れ方 はやや早か

つ た が,そ の 程 度 は 弱 く発 赤 も2日 後 には既 に陰性

で あ つ た.

第2項　 Atoxyl-azo-人 血清 アル ブ ミンによ る

実 験

先 に着 色蛋 白 を用 い て被 働性 皮 膚過 敏症 に於け る

抗 原 の拡 り方 を 肉眼 的 に観察 したが,更 に之を定量

的 に測 定 す る 為 にAtoxyl-azo-人 血清 アル ブ ミンを

用 い て実 験 を行 つ た.即 ち380g, 360g及 び4COg

の 健 康 海 〓 に 夫 々6.0cc, 3.0cc及 び1.5ccの 抗

Atoxyl-azo-人 血 清 ア ル ブ ミン家 兎血 清 を 頸 静 脈よ

り投 与 し, 24時 間 後 採 血 して抗 体 価 を測定 した後

Atoxyl-azo-人 血 清 アル ブ ミン0.1ccを 夫 々の海〓

腹 部 皮 内 に6ケ 所 宛 再 注 射 した.対 照 と して非感作

海 〓 に も等 量 の抗 原 を 皮 内 に注 射 した.再 注 射後1

時 間, 3時 間, 6時 間, 12時 間, 24時 間, 2日 毎 に

注 射 局部 を切 除 し,之 を湿 性 灰化 後,モ リブデ ン青

法 に よ り皮 膚 中 に残 存 す る砒 素量 を測定 した.

第4表　 EB-azo-蛋 白 質 に よ る皮 膚 局 所過 敏症(被 働 性 感 作)

注:単 位はmm

結果は第5表 及び第6図 に示す如 く抗体価の比較

的高いNo.5, No.6に 於ては砒素含有量は対照例

に比 して明かに多 く,且 つ24時間丈長 く残存した,

 No.7に 於てに抗体価 も低 く砒素含有量は対照例と

変りな く肉眼的にも皮膚反応は認められなかつた.
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この実験に於ても被働性感作の場合には同じ抗体価

を示す能働感作の場合よりも皮膚反応の程度が弱 く,

定量的にも早 く皮膚中より消失することが認められ

た.

第5表　 Atoxyl-azo-蛋 白 質に よる皮 膚 局 所 週敏 症 時 の抗 原 含 有 量(海 〓 被 側 感作)

第6図　 皮膚局所過敏症時に於ける抗原含有量

(海〓被働感作)

集4章　 総括並びに考按

正司21)は 家兎 を皮下注射により人血清で免疫し

た場合第1回 注射では約5日 間抗原が血中に残存す

るに比 し,回 を重ねて抗体価が高 くなるにつれて抗

原は血中より早 く消失すると述べている. Opie9),

 Kahn10)も 又同様 の実験結果を得ている.著 者の

EB-azo-人 血清アルブミン及びAtoxyl-azo-人 血清

アルブミンを用いて行つた実験に於て何れの場合に

も免疫した方が正常時よりも注射部位に多量の抗原

を認め,時 間的にも長 く皮膚中に残存す る結果を得

たのであるが.こ の事実は上述の実験例 と間接的に

一致するものである
.局 所皮膚過敏症に於ては正常

時よりも長 く抗原が皮膚中に残存するのは,局 所過

敏症時には局所の炎症により血管が破壊 され抗原の

血管内移行が妨げられる為と思われる.

Rriedberger22)23), Friedmann24)は 血中の沈降素

量 と局所過 敏症状 とは平行すると述べ, Doerr u

 Russ25)も 被働性過敏症の場合にも之は同様である

と云い,又 景山26),遠 藤27),城28),緒 方29)30)も之

を認めている.著 者 の行つたAzo蛋 白による実験

でも抗体価と皮膚反応の程度並びに抗原の皮膚残留

度は何れの場合にも平行関係を示 した.又 能働感作

と被働感作とを比較 した場合,同 じ抗体価を示 して

も能働感作の場合の方が抗原が長 く皮膚中に残留す

る結果を得たが,之 は血中の抗体価が同じであつて

も局所過敏症の程度は能働感作の方が被働感作より

も強いと述べている城28)の 結果に一致す る.

EB-azo-人 血清 アルブミンを使用 した実験に於て

Arthue時 には 中心に濃青部を生ずること,抗 原再

注射後5～7時 間の間に中心濃青部が急に中心部に

濃縮 されるとい うこと,更 に之は発赤の度に比例す

るということは,皮 膚中に於ける抗原残留が単に血

行障碍のみに基 くのみでな くArthus時,特 にその

最盛期には抗原抗体反応により注射された抗原を局

所に留めようとす る何等かの力が作用するものと思

われる.そ してArthue反 応時に於ける周囲の淡青

色を呈 した部分は完全に蛋白と結合 しない色素か或

は注射後組織内で蛋白との結合が解かれた為に抗原

抗体反応の作用を失い次第に周囲に拡つて行 くもの

と解釈される.

Atoxyl-azo-人 血 清 アルブミンを用いた実験によ

つては発赤を生 じた場合,色 素との鑑別が困難なの

でEB-azo-蛋 白の如き肉眼的観察は不可能であつた

が能働感作の砒素定量試験に於て抗原再注射後3時

間迄は急速に減少するが3～12時 間ではやや緩徐 と

なりそれ以後再び急速に減少する結果を得た.再 注

射後7時 間を中心とす る3～12時 間の抗原減少の緩

徐な時期はEB-azo-蛋 白を用いた実験に於ける抗原

の拡りの最 も抑制される時期と時間的に一致する.
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即ちArthus反 応 の全経 過 を通じて皮膚反応の強

い時期程皮膚からの抗原の減少率は少 くなるようで

ある.尚 被働性感作の場合にはEB-azo-蛋 白による

中心濃青部の反応最盛期に於ける濃縮度 も少 く,又

Atoxyl-azo-蛋 白による実験でも概 ね一定の速度で

抗原が減少 した.之 は前述の被働性感作の場合には

同じ抗体価を示す能働感作よりも反応が弱 く且つ抗

原の皮膚残留期間が短いという事実と相関連するも

のである.

第5章　 結 論

Azo蛋 白質を用いて皮膚局所過敏症に関する実験

を行い次の事実を確認した.

1) Azo蛋 白質で能働性又は被働性に感作した家

兎或は海〓の皮内に同一抗原を再注射すれば皮膚局

所過敏症を惹起する.

2) Azo蛋 白質により能働性感作 した場合の皮膚

局所過敏症症状は抗原再注射後7時 間に於て最 も強

い.

3) Azo蛋 白質により同一条件で感作した場合,

同一潜伏期後の能働及び被働感作動物の皮膚反応は

血液中の抗体価に比例する.

4) 感作した動物の皮内に同一抗原を再注射した

場合は非感作時よりも抗原は長 く皮膚中に残存する.

5)感 作の程度が強い程抗原は長 く且つ多量に皮

膚中に残留する.

6)皮 膚反応の最 も強い時期即ち3～12時 間の間

に於ては抗原の皮膚よりの拡散は遅れる.

7) 能働感作動物による皮膚反応の方が同じ抗体

価を有す る被働感作動物による皮膚反応よりも強く

且つ抗原の局所残留時間も長い.

擱筆するに当り御懇篤なる御指導並に御校閲の労

を賜つた恩師大田原教授に対 し深甚の謝意を表する

と共に,終 始御親切なる御指導を仰いだ緒方助教授

に深謝する.

(本論文の要旨は昭和33年4月9日 第28回 日本衛

生学会総会に於て発表した)
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Serological Studies on Azoproteins

Part 2 Distribution of Azoprotein in vivo on Allergic Dermatitis

By

Masayuki Sidao

Department of Public Health, Okayama University, Medical School

(Director. Prof. K. Ohtahara, M. D,)

The author made experiments on hypersensitiveness of the skin with azoprotein, and 

obtained the following results.

1) Positive effects can be observed on the skin of rabbits or guinea-pigs that have been 

sensitized with azoproteins actively or passively when injected with the same antigens.

2) Hyperaensitivaness of the skin is most positive in 7 hours after the injection in case 

of azoproteins as the passive sensitization.

3) The positivity of skin raaction is proportional to the antibody value in the blood on 

experiments male under the same and constant conditions.

4) The antigen stays longer in the skins of sensitized animals than of not sensitized.

5) The stronger the sensitization is, the longar and the more the antigen stays in the 

skins.

6) The diffusion of the antigen from the skin is slow at the time of the strongest 

skin reaction, that is, in 3-12 hours after the infection.

7) Comparad animals sensitized actively with those sensitized passively, the former have 

more positive skin raaction, and its local antigens stay longer.


